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食のリスク分析の枠組と
食品安全委員会の取組について

内閣府 食品安全委員会委員
寺尾 允男
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食のリスク分析の枠組と食のリスク分析の枠組と
食品安全委員会の取組について食品安全委員会の取組について
　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品食品安全委員会安全委員会委員委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺尾　允男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺尾　允男　　　　　　
　　　　

食品に含まれる危害要因の多様化・複雑化食品に含まれる危害要因の多様化・複雑化

①利便性の追求に伴う危害要因の増大①利便性の追求に伴う危害要因の増大

　・添加物や新規農薬の開発

　・バイオ技術の応用

　・食のグローバル化による輸入食品の増加

②新たな危害要因の発生②新たな危害要因の発生

　・人獣共通感染症

　　（ＢＳＥ、高病原性鳥インフルエンザなどからの感染）

　・変異あるいは常在菌による食中毒（０１５７、カンピロバ
クターなど）

③分析技術の向上③分析技術の向上

　・検出感度が上昇し、「ゼロ残留」が非現実的に

食品安全基本法のポイント食品安全基本法のポイント

①　国民の健康の保護が最も重要であるという基本的認識の下に、必要①　国民の健康の保護が最も重要であるという基本的認識の下に、必要
　な措置を実施　　な措置を実施　
②　食品供給行程の各段階において、安全性を確保　②　食品供給行程の各段階において、安全性を確保　
③　国際的動向及び国民の意見に十分配慮しつつ科学的知見に基づき、③　国際的動向及び国民の意見に十分配慮しつつ科学的知見に基づき、
　必要な措置を実施　必要な措置を実施

基本理念

○国及び地方公共団体の責務　　○国及び地方公共団体の責務　　
○食品関連事業者の責務　　　○食品関連事業者の責務　　　
○消費者の役割　○消費者の役割　

関係者の責務・役割

措置の実施に関する
基本的事項の策定

（リスク分析手法の導入）（リスク分析手法の導入）
○リスク評価（食品健康影響評価）の実施○リスク評価（食品健康影響評価）の実施
○リスク評価の結果に基づく施策の策定○リスク評価の結果に基づく施策の策定
○リスクコミュニケーションの促進　　等○リスクコミュニケーションの促進　　等

施策の策定に係る基本的な方針

食品安全委員会の設置

食品の安全に関する「リスク分析」とは食品の安全に関する「リスク分析」とは

食品の摂取により健康に悪影響が生じる可能性がある場合、可能な範囲でその悪影響の起きるリ
スクを回避または最小にすることを目的として実施するシステムをいう。

リスクとは、食品が有する危害により、「どのくらいの確率」で「どの程度」の健康への影響を受
けるのかを示すもの。

「リスク分析」は次の３つのプロセスから構成される。

リスク評価リスク評価 （食品安全委員会）（食品安全委員会）

「危害因子」の摂取によって、「どのくらいの確率」「危害因子」の摂取によって、「どのくらいの確率」
で、「どの程度」の健康影響が起き得るのかを科で、「どの程度」の健康影響が起き得るのかを科
学的に評価するプロセス学的に評価するプロセス
　　例：農薬の安全性評価　　例：農薬の安全性評価
　　　　　　一日摂取許容量　　　　　　一日摂取許容量
　　　　　（○○ｍｇ／ｋｇ体重／日）の設定等　　　　　（○○ｍｇ／ｋｇ体重／日）の設定等

リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション
リスク評価、リスク管理の過程において、リスク評価、リスク管理の過程において、
すべての関係者の間でリスクに関するすべての関係者の間でリスクに関する
情報・意見を相互に交換し、了解事項の情報・意見を相互に交換し、了解事項の
積み重ねを行っていくプロセス積み重ねを行っていくプロセス

評価依頼評価依頼
・危害同定・危害同定

・リスク判定など・リスク判定など

リスク管理リスク管理 （厚生労働省、農林水産省）（厚生労働省、農林水産省）

すべての関係者と意見交換し、リスクの軽減や回すべての関係者と意見交換し、リスクの軽減や回
避のための政策・措置を決定し、実施するプロセス避のための政策・措置を決定し、実施するプロセス
　　例：農薬の　　例：農薬の残留基準値の残留基準値の設定設定
　　　　　　米の中の残留基準値　　　　　　米の中の残留基準値
　　　　　　○○ｐｐｍ以下と設定等　　　　　　○○ｐｐｍ以下と設定等

新たな食品安全行政

内　閣　府内　閣　府

食品安全担当大臣食品安全担当大臣

厚生労働省厚生労働省

○食品衛生に関するリスク管理○食品衛生に関するリスク管理
　　

・添加物指定・農薬等の残留基準や食品・添加物指定・農薬等の残留基準や食品
　加工・製造基準等の策定　加工・製造基準等の策定
・食品の製造、流通、販売等に係る監視・食品の製造、流通、販売等に係る監視
　指導を通じた食品の安全性確保　指導を通じた食品の安全性確保
・リスクコミュニケーションの実施・リスクコミュニケーションの実施

農林水産省農林水産省

○農林水産物等に関するリスク管理○農林水産物等に関するリスク管理
　　

・生産資材の安全性確保や規制等・生産資材の安全性確保や規制等
・農林水産物等の生産、流通及び消費の・農林水産物等の生産、流通及び消費の
　改善活動を通じた安全性確保　改善活動を通じた安全性確保
・リスクコミュニケーションの実施・リスクコミュニケーションの実施

食品安全委員会食品安全委員会

・リスク評価（食品健康影響評価）・リスク評価（食品健康影響評価）
・リスクコミュニケーションの実施・リスクコミュニケーションの実施
・緊急の事態への対応・緊急の事態への対応

評価結果の通知、勧告評価結果の通知、勧告

諸外国・諸外国・
国際機関等国際機関等

情報収集・交換

評価結果の通知、勧告評価結果の通知、勧告

消　費　者　・　事　業　者　等消　費　者　・　事　業　者　等

評価の要請評価の要請 評価の要請評価の要請

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンリ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
関係者相互間の関係者相互間の幅広い幅広い情報や意見の交換情報や意見の交換

その他関係行政機関その他関係行政機関その他関係行政機関

食品安全委員会の構成　食品安全委員会の構成　
（委員：７名、（委員：７名、専門委員：１７１名専門委員：１７１名））

食品安全委員会
　　　　企画

　　　　リスクコミュニケーション

　　　　緊急時対応

　　　　＜評価チーム＞

　　　　化学物質系評価グループ

　　　　（添加物、農薬、動物用医薬品、器具・容器包装、

　　　　　化学物質、汚染物質等）

　　　　生物系評価グループ

　　　　（微生物、ウイルス、プリオン、かび毒・自然毒等）

　　　　新食品等評価グループ

　　　　（遺伝子組換え食品等、新開発食品、肥料・飼料等）

委員長　　　　寺田雅昭
委員長代理　寺尾允男　

　　　小泉直子、見上彪、
　　　坂本元子、中村靖彦、本間清一
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食品安全委員会の役割食品安全委員会の役割
１．食品健康影響評価（リスク評価）１．食品健康影響評価（リスク評価）
食を介して入ってくる可能性のある化学物質や微生物等の食を介して入ってくる可能性のある化学物質や微生物等の
要因について、その健康に及ぼす悪影響のリスクを、要因について、その健康に及ぼす悪影響のリスクを、科学科学
的な知見に基づいて客観的かつ中立公正に評価的な知見に基づいて客観的かつ中立公正に評価します。します。

２．リスクコミュニケーションの実施２．リスクコミュニケーションの実施
リスク評価の内容等に関して、消費者、食品関連事業者なリスク評価の内容等に関して、消費者、食品関連事業者な
どど関係者相互間における幅広い情報や意見の交換関係者相互間における幅広い情報や意見の交換を、意見
交換会の開催、ホームページ等を通じて行います。

３．緊急の事態への対応３．緊急の事態への対応
緊急時において、危害の拡大や再発防止に迅速かつ適緊急時において、危害の拡大や再発防止に迅速かつ適
切に対応するため、国の内外から広く情報収集を行い、切に対応するため、国の内外から広く情報収集を行い、
事態を早急に把握し、事態を早急に把握し、関係各省との連携による政府一体関係各省との連携による政府一体
となった緊急時対応や国民に理解しやすい情報の提供となった緊急時対応や国民に理解しやすい情報の提供等等
を行います。を行います。

食品健康影響評価の実施状況食品健康影響評価の実施状況
((平成平成1616年７月５日現在）年７月５日現在）

９０９０２９６２９６合計合計

４４７７その他その他

５５５５肥料・飼料等肥料・飼料等

５５７７プリオンプリオン

３３１３１３遺伝子組換え食品等遺伝子組換え食品等

１１１１１７１７動物用医薬品動物用医薬品

２０２０３２３２添加物添加物

２４２４４６４６新開発食品等新開発食品等

００４９４９汚染物質汚染物質

１８１８１２０１２０農薬農薬

うち評価終了うち評価終了既要請品目既要請品目専門調査会名専門調査会名

食品健康影響評価の例（農薬）食品健康影響評価の例（農薬）

毒性試験：急性毒性試験・
反復投与毒性試験・発
がん性試験・変異原性
試験・催奇形性試験・
体内動態試験等

食
品
健
康
影
響
評
価

１　実験動物等を用いた毒性試験

無毒性量（No-Observed Adverse Effect 　
Level　<NOAEL>）の設定

　毒性試験の結果に基づき定められる有害　
　　　な作用を示さない物質の最大量

（続き）（続き）

２　一日摂取許容量（ADＩ）の設定　　　　 単位：　mg / kg体重 / 日

　　　　

　　　　ADI (Acceptable Daily Ｉntake)

　　　　　認められるような健康上のリスクを伴わずに、人が生涯に　　　　　　
　　 わたって毎日摂取することができる体重１kgあたりの量

　　　　　　

　　　　1日摂取許容量（ADI）＝無毒性量 / 安全係数

　　　　　　　　 安全係数：種差・個人差を考慮するための数値、通常は１００

３　想定される摂取量がADIを超えないように使用基準を設定

　　　　　　農薬の有効性についての評価が別途必要。

　　

　　　例：アセキノシル（殺虫剤）の残留基準：　

　　　　ナスの場合には、１ｐｐｍ

食
品
健
康
影
響
評
価

行
政
的
対
応

リスクコミュニケーションの取組リスクコミュニケーションの取組

　・原則公開による委員会会合原則公開による委員会会合、議事録等のホー
ムページへの掲載

　・食品健康影響評価等に関する食品健康影響評価等に関する国民一般からの
意見・情報の募集意見・情報の募集（７月５日までに計４１件の募集を実施
又は実施中）

　・食の安全に関する意見交換会等の開催意見交換会等の開催
　　 （関係行政機関等と連携又は委員会単独で７月５日までに計
４８回実施）

　

　・「食の安全ダイヤル食の安全ダイヤル」の設置（０３-５２５１-９２２０・
９２２１）

　

緊急の事態への対処等に関する体制整備緊急の事態への対処等に関する体制整備
　「食品安全関係府省緊急時対応基本要綱食品安全関係府省緊急時対応基本要綱」及び
　「食品安全委員会緊急時対応基本指針食品安全委員会緊急時対応基本指針」の策定
　（平成１６年４月１５日）

基本指針の概要基本指針の概要
　　平時から危害情報の収集及び分析やリスク管理機関等との連
携を図りつつ、国民の生命又は健康への悪影響の未然防止又
は抑制に努める。また緊急時対応の際には、特定の感受性集
団への影響等を考慮しつつ、常に最悪の事態も想定して行う。

　（緊急事態等が発生した場合の委員会の対応）
　　・情報の収集、分析、共有化
　　・国民、関係機関等への情報提供
　　・食品健康影響評価
　　・勧告及び意見
　　・リスクコミュニケーション
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こ の 間 は 摘 発 不 可 能

BSE感染から発症まで

子牛の時に
感染

BSE発症牛

脳幹中の
BSE病原体
を検出可能

おそらく
約6ヶ月間

生存期間

平均潜伏期間：２～８年（平均５年）

参考：「OIEとBSE関連の国際基準について」
国際獣疫事務局（OIE）名誉顧問　小沢　義弘

扁桃扁桃

脳脳

眼眼

背根神経節背根神経節

せきせき
髄髄

回腸遠位部回腸遠位部

（せき柱に含まれる）

66.7%66.7%

3.8%3.8%

25.6%25.6%

＊小腸小腸 3.3%3.3%

0.04%0.04%

（小腸のうち最後の２ｍ程度）

図示部位中の異常プリオンたん図示部位中の異常プリオンたん
白質の分布割合の合計：白質の分布割合の合計：99.44%99.44%

（三叉神経節を含む）

出典：欧州委員会
科学運営委員会
（1999年12月）

鳥インフルエンザの発生に伴う委員会の対応鳥インフルエンザの発生に伴う委員会の対応

１　「鶏肉や鶏卵を食べて人が感染することは考えられな１　「鶏肉や鶏卵を食べて人が感染することは考えられな
い」ことについて正確な情報発信い」ことについて正確な情報発信

・鶏肉や鶏卵の安全性に関する考え方や分かりやすいＱ＆Ａのホームページへ・鶏肉や鶏卵の安全性に関する考え方や分かりやすいＱ＆Ａのホームページへ
の掲載の掲載

・４府省共同で「国民の皆様へ（鳥インフルエンザについて）」を都道府県を通じて・４府省共同で「国民の皆様へ（鳥インフルエンザについて）」を都道府県を通じて
周知周知

「万が一、食品に鳥インフルエンザウイルスが付いていたとしても現在のところ、「万が一、食品に鳥インフルエンザウイルスが付いていたとしても現在のところ、
次の理由から、鶏肉や鶏卵を食べることによって人に感染することは考えら次の理由から、鶏肉や鶏卵を食べることによって人に感染することは考えら
れません。」れません。」

　・このウイルスは酸に弱く、胃酸で死滅すると考えられること・このウイルスは酸に弱く、胃酸で死滅すると考えられること
　・ウイルスが細胞に入り込むためには鍵と鍵穴の関係にある受容体の存在が　・ウイルスが細胞に入り込むためには鍵と鍵穴の関係にある受容体の存在が
必要ですが、人の受容体（鍵穴）は鶏のものとは異なっていること必要ですが、人の受容体（鍵穴）は鶏のものとは異なっていること

　・ウイルスは、通常の調理温度で容易に死滅し、加熱すればさらに安全である　・ウイルスは、通常の調理温度で容易に死滅し、加熱すればさらに安全である
ことこと

２　鳥インフルエンザ不活化ワクチンを接種した鳥類に由２　鳥インフルエンザ不活化ワクチンを接種した鳥類に由
来する食品の安全性についてのリスク評価の実施来する食品の安全性についてのリスク評価の実施　　

食品安全委員会の今後の運営食品安全委員会の今後の運営

食品健康影響評価食品健康影響評価
　・危害要因ごとの食品健康影響評価に関するガイドラインの作成　・危害要因ごとの食品健康影響評価に関するガイドラインの作成

　・委員会自らの判断により食品健康影響評価を行うべき対象の点検・検討　・委員会自らの判断により食品健康影響評価を行うべき対象の点検・検討

　・リスク管理機関から食品健康影響評価を求められている案件の処理　・リスク管理機関から食品健康影響評価を求められている案件の処理

　・食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の調査　・食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の調査

リスクコミュニケーションリスクコミュニケーション
　・計画的な意見交換会の開催・計画的な意見交換会の開催

　・情報の提供・相談等の実施　・情報の提供・相談等の実施

緊急の事態への対処緊急の事態への対処
　・危害要因ごとの個別マニュアルの策定危害要因ごとの個別マニュアルの策定

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
危害情報等のデータベース化、食品の安全性の確保に関する調査の実施等危害情報等のデータベース化、食品の安全性の確保に関する調査の実施等

　




